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柏葉脳神経外科病院　2017年度のビジョン

 地域医療に貢献する
「脳と神経の専門病院」へ

脳ドックから急性期治療・回復期リハビリテーションまで



  脳疾患での救命と 
  最大限の回復を目指して

　当院では脳の急性期医療を24時

間365日遂行しています。脳梗塞の

t-PA治療では多くの実績があり、血

管内治療はスキルアップと体制強化に

取り組んでいます。迅速で的確な治療

を行うためには、早期発見・早期対応

が欠かせないことから、地域医療機関

からの脳疾患に関する相談や画像診断

などの依頼を積極的に受け入れたいと

思っています。

　QOL維持を目的に、急性期からベッ

ドサイドリハビリテーションを実施

し、ロボットスーツや電気刺激装置

MUROソリューションを活用した「残

された身体機能の最大限の回復を目指

す治療」をさらに進化させたいと考え

ています。

  患者中心で見直す 
  診察や検査の仕組み

　当院でも2016年に「QI委員会」

を設置し、患者さんに質の高い医療を

提供するための改善活動を始めまし

た。

　患者さんの利便性を高めるために診

察時間を見直したり、MRIや頸動脈エ

コー、脳波の検査予約受け付けを早め

たり、働く世代が土曜に脳ドックを受

診できるように院内体制を調整しまし

た。また、かかりつけ医の診断に大き

く寄与できるよう、検査体制も見直し

ました。

脳ドックから急性期治療・回復期リハビリテーションまで

柏葉脳神経外科病院 2017年度のビジョン

地域医療に貢献する
「脳と神経の専門病院」へ

柏葉脳神経外科病院ではこれまで脳卒中や脳腫瘍、脊髄疾患などを中心に「救命と身体機能の最大限の回復

を目指す」ための診療に力を注いできました。これから迎える超高齢社会においては、脳ドックや認知症検

査などの危険因子管理や早期対応の機能をさらに強化し、地域医療の貢献につなげたいと思っています。

柏葉脳神経外科病院 
理事長・院長

金子 貞男

学会で表彰を
受けました

柏葉脳神経外科病院の
職員が

ベッドセンサーの
有線式と無線式の比較検討

臨床工学科 中村 真知子

第36回 札幌市病院学会　2016.2.6 （札幌市）

2016年度の報告

　失語症患者の調査を行い、言語機能

とコミュニケーション能力の回復が必

ずしも一致しないことが認められたた

め、訓練は言語機能だけでなく、代償

手段の獲得・活用に焦点を当てること

も重要である。

　無線式を使用すると付属品の破損や

ケーブル類の断線、インシデントやア

クシデントの削減効果が期待できる

が、ベッドパッドの保管や貸し出し、

電池切れ、ほかの無線機器との電波干

渉などに考慮する必要がある。

札幌市病院学会賞

失語症患者の言語機能と
コミュニケーション能力の関連

リハビリテーション科 木村 友香



第18回 日本医療マネジメント学会学術総会　2016.4.22・23（福岡市）

  健康長寿を 
  延長させるために

　認知症患者さんが増加しています

が、脳の治療と画像診断に精通してい

る医師と脳の認知機能検査を行う臨床

心理士が診療を担当し、客観的な証明

から認知症への医学的介入を行ってい

ます。認知機能低下の原因には、治療

によって完全に治る慢性硬膜下血腫や

甲状腺機能低下症などがあります。よ

く知られている認知症にはアルツハイ

マー病、脳血管性認知症、レビー小体

型認知症がありますが、当院では心

理検査やMRI、SPECT（脳血流検査）

の画像で診断が可能なことから、認知

症の早期発見・早期対応を実現してい

ます。せん妄や易怒性、抑うつなどの

認知症周辺症状は家庭での生活が困難

になりやすく、早急に精神科的治療が

必要ですが、当院には精神科専門医が

常勤しており、幅広い疾患の患者さん

を診ることができます。

　また、昨年に引き続き、健康啓発を

目的とした地域住民対象の講話会を開

催します。脳の専門家である私たちが

予防医学や健康管理に取り組むこと

で、脳卒中や認知症の早期対応が可能

になり、地域住民の健康寿命を延ばす

ことにつながると考えています。

病棟業務における
タブレット端末の活用について

薬剤科 宍戸 克俊

　情報資源のデータなどを一覧できる

「薬剤科ポータルサイト」とタブレッ

ト端末を組み合わせて運用したこと

で、場所を選ばす簡単に患者情報を抽

出でき、回診業務や全体カンファレン

スで迅速な情報提供が可能になった。

PDAのエラーデータ分析から見えた
誤薬防止への効果

医療安全管理室 千葉 清美

　患者認証システムの携帯情報端末（PDA）24台

分のエラーデータ（総データ18万2692件）を分

析したところ、患者誤認や用法間違いなど約3000

件の誤薬を防止できていたが、エラー後に分包紙確

認を行わずに再度バーコードを読み込むなど、「人

はシステムに依存する傾向があること」を確認した。

優秀
演題賞

頭部MRI採血、全身
検査

診断と治療
方針の決定
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臨床心理士
による

認知機能検査

SPECT

問診、診察

早期で症状が軽い場合や、
ほかの検査では診断がつきにくい場合

も
の
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れ
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来
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かかりつけ医との連携で取り組む当院の認知症診断

※脳ドックは健康保険適用外となります

A
コース

約1時間 血圧測定頸部 MRA頭部 MRA頭部 MRI

15,000円

（
税
込
）

脳ドック一般検査

B
コース

約2時間

（
税
込
）

20,000円
血液検査頸動脈エコー血圧測定 脈波検査頭部 MRA頭部 MRI 頸部 MRA

脳ドック一般検査

脳動脈硬化症検査
＋

C
コース

約3時間 （
税
込
）

30,000円
血液検査 認知機能

検査
頸動脈エコー血圧測定 脈波検査頭部 MRA頭部 MRI 頸部 MRA VSRAD

脳海馬の
萎縮度検査）（

脳ドック一般検査

脳動脈硬化症検査

認知機能検査

＋

＋

地域の患者さんの健康管理に
お役立てください

（脳血流検査）

VSRAD
脳海馬の

萎縮度検査）（身体的・
神経学的検査）（



3月3日は「耳の日」です。日本耳鼻咽喉科学

会が制定した記念日で、毎年各都道府県で難聴

者の相談会や耳の健康について周知する活動な

どが行われています。

制作／有限会社 慶文社発行／特定医療法人 柏葉脳神経外科病院　〒062‐8513 札幌市豊平区月寒東1条15丁目7‐20
電話㈹ 011‐851‐2333　FAX 011‐851‐2131　URL http://www.kashiwaba‐nougeka.or.jp

外来診療の受付時間

【診療時間】 月～金 9：00 ～ 17：00 ／土 9：00 ～ 12：00

☎011‐859‐5636
（月～土）

☎011‐851‐2333
（月～土）

脳神経外科・神経内科・精神科・循環器内科・リハビリテーション科・放射線科・麻酔科柏葉脳神経外科病院 診療科目

救急患者さんは、診療日・診察時間を
問わず24時間診察いたしております

救急
指定病院

脳神経外科
平　日 8：40 ～ 16：30

土 8：40 ～ 12：00

神経内科［予約制］
平　日 8：40 ～ 12：00

土（隔週） 8：40 ～ 12：00

精神科［予約制］ 火～木 8：40 ～ 16：30

循環器内科

月 8：40 ～ 11：30

火・水・金 8：40 ～ 12：00

木 13：30 ～ 16：30

柏葉脳神経外科病院

地下鉄東豊線
「福住駅」4番出口

福住バスターミナル3番出口

札幌ドームガスト

ヤナセ

イトーヨーカドー

JAF

●脳 動 脈 瘤 外 来…火曜 午後
●も の 忘 れ 外 来…電話でご相談ください
●脊髄外来（しびれ・痛み）…木曜 午後・金曜 午前
●睡眠時無呼吸外来…電話でご相談ください

脳ドック［予約制］

専門外来［予約制］

柏葉脳神経外科病院
私たちは、安全で安心いただける医療のサービスに徹し、患者さんの幸せを守ります病院の理念

病院の基本方針
●患者さんにとって、思いやりのある最善の医療に全力をつくします
●医師とスタッフによる説明と、患者さんの理解と選択に基づく医療

を実践します
●患者さんの意志とプライバシーを尊重します

●医療従事者として、常に、豊かな人間性と技術の向上をめざします
●救命・救急医療から心と体のリハビリテーションまで、高度な脳の

専門病院をめざします
●地域医療機関との強力な連携をはかり、よりダイナミックな医療の

サービスを提供します

患者さんの権利
●患者さんは、平等で、安全な医療を受ける権利があります
●自分の診療にかかわる人々の氏名と役割を知る権利があります
●自分の病気・治療・予後について知る権利があります
●治療について承諾・拒否する権利があります
●自分の診療について、他医師の意見（セカンドオピニオン）を

得る権利があります
●自分のプライバシーを守る権利があります
●公的援助、地域サービスに関する情報を知る権利があります
●病院職員に対して、意見・苦情を伝える権利があります

私たちの考えていること

☎011‐859‐5636
（月～土）

か ら だ ★ ミ ニ コ ラ ム

正しい耳掃除の仕方
意外と知られていない

適した耳掃除の道具を選ぶ
　耳あかには2つのタイプがあり、日本人の

多くがカサカサとした「乾燥タイプ」で、ネ

バネバとした「湿性タイプ」は2割ほどとい

われています。耳掃除の道具を選ぶときは、

乾燥タイプの人は耳かき、湿性タイプの人は

綿棒が良いでしょう。

耳掃除は月1、2回で十分
　耳あかには、皮膚の表面を保護し、雑菌の

繁殖を抑える働きもあります。耳あかが古く

なるとあごの振動を受けて、自然に外へ押し

出されるようになっていることから、耳掃除

の頻度は月に1、2回で十分とされています。

寝ころんだ状態では耳
あかが耳の奥に入り込
んでしまいます

座った姿勢が
安全です

※痒みや痛みなどの症状がある場合は耳鼻科を受診しましょう

掃除する範囲は耳の入り口から1㎝
　耳かきや綿棒を奥くまで入れ過ぎてしまうと皮膚や鼓膜を

傷つけたり、耳あかを押し込んでしまうことがあります。耳

掃除は座った姿勢で、耳かきや綿棒の先端から1.5㎝のとこ

ろを持って、耳の入り口から1㎝程度の範囲だけを優しく引

くように掃除しましょう。

正しい
姿勢

Aコース 月～金（午後）、土（午前）

Bコース 火・木（午後）、土（午前）

Cコース 火・木（午後）、土（午前）


